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業績予想の修正及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 
2026 年 5 月 15 日に公表した業績予想及び配当予想につきまして、下記のとおり修正いたしま

したので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正内容 

2027 年 3月期第 2四半期（中間）連結業績予想 

 経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 百万円 百万円 円 銭

18,500 2,400 1,700 150 19 

今回修正予想（B） 20,100 3,400 2,200 194 91 

増  減  額（B-A） 1,600 1,000 500  

増   減   率（%） 8.6 41.6 29.4  

（参考）前期実績 

2026年 3月期第2四半期 
16,157 1,987 1,508 133 91 

 

2027 年 3月期第 2四半期（中間）個別業績予想 

 経常収益 経常利益 中間純利益 
１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 百万円 百万円 円 銭

15,200 2,300 1,700 150 19 

今回修正予想（B） 16,900 3,200 2,100 186 05 

増 減 額（B-A） 1,700 900 400  

増 減 率（%） 11.1 39.1 23.5  

（参考）前期実績 

2026 年 3月期第 2四半期 
13,108 2,093 1,693 150 34 

 

 

 

 

 

 

 



                          

 

2027 年 3月期 連結業績予想 

 経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 百万円 百万円 円 銭 

37,800 3,800 2,500 220 87 

今回修正予想（B） 39,600 4,700 2,900 256 92 

増  減  額（B-A） 1,800 900 400  

増   減   率（%） 4.7 23.6 16.0  

（参考）前期実績 

2026 年 3月期 
33,674 3,134 2,000 177 20 

 

2027 年 3月期 個別業績予想 

 経常収益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 百万円 百万円 円 銭

31,000 3,500 2,500 220 87 

今回修正予想（B） 33,200 4,400 2,900 256 92 

増 減 額（B-A） 2,200 900 400  

増 減 率（%） 7.1 25.7 16.0  

（参考）前期実績 

2026 年 3月期 
27,245 2,975 2,087 184 95 

 

２．配当予想の修正内容 

 １株当たり配当金 

第 2四半期末（中間） 期末 合計 

前回発表予想 

（2026 年 5 月 15 日） 
30 円 00 銭 30 円 00 銭 60 円 00 銭 

今回修正予想 35 円 00 銭 35 円 00 銭 70 円 00 銭 

前 期 実 績 

（2026 年 3 月期） 
30 円 00 銭 30 円 00 銭 60 円 00 銭 

 

３．業績予想及び配当予想の修正の理由 

   金利上昇に伴い、銀行単体の貸出金利息及び有価証券利息配当金等の資金運用収益が当初

予想を上回ったことにより、業績予想を上回る見込みとなりました。 

   2027 年 3 月期の業績についても、今後の金融経済環境や足元の業績動向等を考慮し、業績

予想を上方修正することといたしました。 

なお、株主の皆さまからの日頃のご支援にお応えすべく、2027 年 3月期第 2四半期（中間）

及び通期配当予想を 1株当たりそれぞれ 5円 00 銭増配し、35円 00 銭（年間 70円 00 銭）と

させていただきます。 

    

（株主還元方針） 

 

以 上 

◆銀行経営の公共性を鑑み、安定的な経営基盤確保に努める 

◆健全性の確保と円滑な資金供給に必要な内部留保の充実に努め、安定配当 60円を基本とし、 

 累進的に配当性向 30％程度を目指す。 


